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和文要旨
近年,専門家による心のケアが広 く必要 とされてお り,心理職にとっては新 しい職域である医
療領域のアウ トリーチヘの需要が高ま りつつある。本研究では,特に医療領域でのアウ トリァチ
に視点を置き,現在の指定大学院における医療領域の学外実習の現状を明 らかに し,課題 を探る
ことを目的 として文献研究を行った。学内実習についての報告や調査研究 と比較 して,学外実習
についての論文は希少であ り,本研究では10文献を対象 として検討を進めた。全国的な指定校の
調査では,教育領域での学外実習の充実に対 して,医療領域での学外実習が少ないことが明 らか
となっている。実習生を対象 とした調査からは,修了後に最 も役に立つ体験 として学外実習が挙
げられ,実習生が学び と成長を得る体験は,心理職養成のプログラムには欠かせないと考える。
精神科のみならず小児科や リハビリテーションの現場など,多様な学びを目指 し実習プログラム
が組まれていたが,ア ウ トリーチに言及 した論文は見当た らなかった。今後地域移行が進むにつ
れて,ア ウ トリーチ型の支援の重要性は高まることが予想 され,心理職の国家資格化を受け,心
理職の職域 もアウ トリーチヘ展開 してい く可能性が高 く,多職種チームの中で協働できるスキル
が求められている。実習は,理論 と実践をつなぐ架け橋 となる。医療領域における実習の充実に
加え,多職種協働およびアウ トリーチにおける心理臨床の理解 と体験の場の確保を目指 した実習
プログラムの構築が求められるのではないかと考察 された。
キーワー ド:臨床心理実習 臨床心理的地域援助 アウトリーチ 多職種協働
I 問題と目的
1988年 に臨床心理士の資格認定がスター トし






































始 され た包 括 型 地 域 生 活 支 援 プ ログ ラ ム



















ズ調査を実施 した結果 ,日 常生活支援や服薬管理
など,様々な支援の中で群を抜いて “話 しを聴い
てほしい"と いうニーズが最も高いことが明らか
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目的 としているため,抽出 した論文を精査 し,研
















を取 り上げた。実習は半期科 目として設定 され,週 4.5時 間 ,
個人 SVを 週1時間, グルーープ SVを 週3時 間受講。インターン
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調査 2:臨 床 心理





信 州 心 理 臨



























































心 理 教 育 相
談研 究 ,6,
11-22.


























鹿児島純心女子大学大学院 人間科学研究科紀要 第13号 (2018年 )
金 坂 弥 起
(2006)





























当大学院としては,1年次や 2年次に実施 している:i霊 床心理基
礎実習・臨床心理実習を学外研修の重要なものとして位置づけ
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ついて言及 している。また,金沢 (2015)の 調
査では,大学院附属心理相談室におけるスーパー
ビジョンについて,90%を超える施設で個人スー






















あると考えられ る。 しか しなが ら,松井 (2012)
の調査では,指定大学院165校の うち,医療領域
の学外実習 「あ り」が80校 ,「 な し」は22校,63
校は公開されているシラバスに記載がなく不明と
い う結果であった。また,各大学で提供 している
実習時間はまちまちであ り,1コ マのみ,5コ マ
程度 といった大学 もあれば通年で週1回 の大学 も
あった。 この結果 について,松井 (2012)は ,
我が国の現状ではほとんどの臨床心理系の大学院






ている。 また,岩橋・友清 (2008)は ,医療機
関で実習を行った大学院生を対象 とした調査から,
学内実習に比べ,医療領域における実習では,対
象者の年齢が小児か ら老人 までと幅広 く,年齢層
のみならず,対象者の疾患の種類についても広範
囲であることから,学びが多様になることを明ら








































































の声も報告されている (原 田 。上野,2009)。 高
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M.Corey&GoCorey(2004)は , 修 了生 のほ
とんどが,就職後もっと多くの実習を経験 したかっ
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